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内部監査を
通じた
価値の追求



ステークホルダーのニーズから見た 
内部監査の未来

KPMGとForbesはこのたび、400社以上の
最高財務責任者（Chief Financial Officer：
CFO）および監査委員会委員長を対象に、
自らの組織における内部監査機能の
パフォーマンス、重点、価値、将来に関
する数多くの課題について調査を実施しま
した。
その結果から、CFOと監査委員会委員長
が優先事項として認識しているものと、
実際に内部監査機能から得ているもの
との間に、「価値のギャップ」があることが
明らかになりました。
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出所：Seeking value through Internal Audit, KPMG International, 2016
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企業にとって、有効な内部監査機能となるには何が必要でしょうか？ それは価値の
提供です。有効な内部監査機能とは、企業がすでに知っている内容について深く掘り
下げるだけではなく、新たな発見と見解を示し、そうした洞察を収集する新たな方法
を提供するものです。

価値の実現
価値というテーマは、ビジネスの場や話題と
して広く取り上げられるものの、抽象的な議論
に終わることが多いようです。似たような調査
でも、共通して「付加価値」が望ましい成果
として挙げられますが、そこから具体的な 
結果が導き出されることはほとんどありま
せん。ゆえに、価値を実現させることが課題
なのです。

その解決策を見つけるために、内部監査機能
から企業が享受している見解と、企業が重要
と考える見解とを比較検討することに大きな
意味があります。KPMGの調査の結果、
リスクと持続可能な利益創出において大きな
ギャップがありました。企業が内部監査機能
を通じてリスクに関わる洞察や知見を入手
できている、という回答割合が非常に低い
一方で、それらを求める声は多くなっています。

現在、企業はどのような見解を内部監査機能から受け取っているか？ 
どのような見解が最も重要だと考えるか？

現在 享受している 重要と考える

リスク評価とリスク管理実務 
の支援

新たなリスクに関する 
情報に基づく見解

持続可能な利益創出への注力
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出所：Seeking value through Internal Audit, KPMG International, 2016
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また、企業は内部監査機能に具体的な結果
（特にリスクおよび収益強化の可能性に関して）
を期待しているとはいえ、それが最大の関心
事ではないことも明らかです。企業が「最も
重要」と答えたのは「有効性と効率性」です。

すなわち、リスクに重点を置いて具体的な結果
を生むことが求められてはいるものの、それに
より監査の有効性と効率性を低下させてはなら
ないということです。

CFOと監査委員会委員長にとって、以下の事項はどの程度重要か？

具体的な結果 コミットメント／ 
技術的優位性／品質

明確な基準／ 
強力なツール

有効かつ効率的な 
監査の実施

内部監査報告書の質 適格な人材

出所：Seeking value through Internal Audit, KPMG International, 2016

リスクに対する新たなアプローチ
たとえば、リスクが最大の懸念事項であり、
有効かつ効率的な監査が最も重要ならば、
リスク評価に関する情報の提供、リスク管理
の支援、内部監査全体の有効性や効率性を
最適化させるような洞察の提供などが価値
実現の解決策となるはずです。

一般的に、内部監査機能は現場レベルでの
リスク評価で十分であり、それで役割は果た
されていると考えられています。しかし、より
包括的に新たなリスクを検出し対応しているか
という質問に対して、「自社の取組みに満足して
いる」と答えたのは回答者の10人に1人にとど
まっており、ここでも価値を高める機会が残さ
れています。内部監査は、すでに実施されて
いる統制を評価するだけでなく、もっと積極的
にリスクの特定や軽減に取り組む必要があり
ます。

自社の内部監査機能が新たなリスクを適切に特定し対応しているかということについて、 
満足しているか？

非常に満足

やや満足

どちらとも言えない

やや不満

非常に不満
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ステークホルダーは内部監査がもっと積極的
にリスクに対応することを期待しています。
これは、コンプライアンス、法務、リスク
マネジメントや他の保証提供者と協働すること
で、内部監査に統合された保証（Combined 

Assurance）が与えられる、非常に重要な機会
だといえますが、この協働のためには、これ
まで以上に有効性と効率性が求められます。

そこでテクノロジーの活用が必要となります。

出所：Seeking value through Internal Audit, KPMG International, 2016
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本調査対象企業のほぼ半数は、コンプライ
アンス機能を通じてリスクを追跡しています。 
さらにその半数の企業では法務機能が追跡
しており、全社的リスクマネジメント機能
（Enterprise Risk Management：ERM）を
通じてリスクを追跡しているという企業は

わずか9％でした。ステークホルダーの回答
では、どの機能がリスクを追跡しているか
ではなく、内部監査がどのようにリスク（特に
新たなリスク）に対応しているかということに、
より関心があることが示されました。

企業のどの部門が全社的リスクに対応しているか？

法務 ERM

コンプライアンス
内部監査

©2016 KPMG Consulting Co., Ltd., a company established under the Japan Company Law and a member firm of the KPMG network of 
independent member firms affiliated with KPMG International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved.



Seeking value through Internal Audit6

出所：Seeking value through Internal Audit, KPMG International, 2016
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テクノロジーの活用
「Technology is the future.（テクノロジーは
未来である）」というフレーズは、もはや時代
に合わなくなりました。あらゆる事業分野に
十分なテクノロジーが行き渡っていなければ、
どれほど優れた戦略能力を備えていても具体
的な結果を生むことはできません。これは、

内部監査の実施方法についても例外ではあり
ません。実際に、内部監査のプラットフォーム
に十分なテクノロジーが組み込まれ、自動化
されれば、監査実施方法は変革され、進歩
するでしょう。

内部監査プロフェッショナルに必要なスキルTOP5

コミュニケーション テクノロジースキル 批判的思考／ 
判断力

グローバル市場への 
理解

データ分析の理解／ 
運用力

テクノロジーを活用したアプローチへの移行
が望まれるなか、本調査結果では、内部監査
に求められる必要なスキルとして、「コミュニ
ケーション」（67％）に次いで「テクノロジー
スキル」（62％）が挙げられ、「批判的思考／
判断力」（52％）を上回りました。この結果
からも明白なように、有効かつ効率的な内部
監査機能には、高度で全社的なデータ&アナ
リティクス（Data & Analytics：D&A、ビジ
ネスに必要なデータを収集、分析し、価値に
換える仕組み）を活用した、堅固な技術的
基盤および進歩的なフィードバック機能が
不可欠です。

テクノロジーの活用によって価値が実現される
可能性は非常に高く、特に内部監査のアプ
ローチにおいてデータ&アナリティクスの活用
比率が上がれば、その可能性はますます高まる
でしょう。監査プロセス全体にデータ&アナ 
リティクスを利用する統合的アプローチ 
（たとえば、分析主導の継続的監査、動的監査
（Dynamic Audit、データ&アナリティクスを
活用した監査）の計画、監査範囲の決定や
計画、監査の実施および報告）は、より大きな
洞察と価値をもたらすでしょう。
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出所：Seeking value through Internal Audit, KPMG International, 2016
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企業はどのようにデータ&アナリティクスの技術を展開しているか？

全社的 個別／特定の利用 散発的／臨時的

現在、63％の企業がデータ&アナリティクス
のテクノロジーを個別または特定のケースに
おいて、あるいは個別機能でのみ利用してい
ます。この数値は今後3年間で50％まで低下
することが予想される一方、全社的リスク重視
のデータ&アナリティクスの利用は35％から
47％に増加する見込みです。

KPMGは、統合的なテクノロジー基盤を活用
した内部監査が実施されれば、リスク評価、
データ&アナリティクス、知識および経験の
融合により、内部監査による高い付加価値の
提供が可能になると考えています。それにより、
特に、新たなリスクをモニタリングし、対応
するリスク範囲の評価を行い、データ主導型
の意思決定を促進する場面で、業績とリスク
軽減の両方を最適化する戦略の実行に必要
な洞察を提供できるでしょう。

この基盤を利用することで、動的かつリアル
タイムの報告が可能になるため、事業の知的
財産が活用でき、問題の根本的原因も明らか

になり、内部監査人が付加価値に加え、具体的
な価値を提供する手助けとなります。これは、
ビジネスにおける内部監査の地位向上に大きな
役割を果たし、いずれ標準となりうるモデル
を創出することになるでしょう。

本調査の回答では、「価値のギャップ」が明らか
にされただけでなく、以下のような、内部監査
機能の価値向上や内部監査業務の新しい基準
を打ち立てる具体的な措置も示されています。

•  重要なリスクや新たなリスクに重点を置いた
実行可能な視点を提供する。

•  テクノロジーおよびデータ&アナリティクス
のメリットを活用し、監査の質の向上、監査
証拠の質の改善、新たな洞察の発見を促進
する。

•  監査過程の管理基盤を利用することで、
内部監査業務の大部分を自動化し、包括
的に一貫した内部監査手法の実施を可能に
する。
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